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福祉事業所 36 名 

企      業 4 名 

進学・その他 2 名 

【
春
の
訪
れ
】 

校
長 

 

村
松 

加
苗 

校
長 

青
木
杉
浦
真
理
子 

【
未
来
へ
向
か
っ
て
】 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

礒
部 

史
織 

【
進
路
指
導
よ
り
】 

 新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
春

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
次
の
ス
テ

ー
ジ
で
も
皆
さ
ん
の
輝
く
笑
顔

で
幸
せ
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
周
り
の
人
に
相

談
し
て
助
け
て
も
ら
お
う
。
そ
し

て
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し

て
い
こ
う
。
私
た
ち
は
ず
っ
と
応

援
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
愛
知
県
特
別
支
援
教
育
推
進
連
盟
顕
彰 

 

小
学
部 

６
年 

山
本 

結
衣 

 

中
学
部 

３
年 

小
野 

海
羽 

 

高
等
部 

３
年 

今
泉 

翔
太 

 

愛
知
県
特
別
支
援
学
校 

職
業
教
育
研
究
会
奨
励
賞 

 

高
等
部 

２
年 

岡
山 

健
斗 

 

高
等
部 

２
年 

石
川 

諒 

 

高
等
部 

２
年 

白
鳥 

一
輝 

20 2 5 年３月吉日 

愛知県立 

安 城 

特別支援学校 

卒業特集号 

寒
さ
も
緩
み
、
本
格
的
な
春
が
一
歩

ず
つ
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。 

小
学
部
十
五
名
、
中
学
部
十
六
名
、

高
等
部
四
十
二
名
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
仲
間
と
一
緒
に
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
ね
。
自
分

で
で
き
る
こ
と
も
増
え
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
皆
さ
ん
の
成
長
す
る
姿
を
間
近

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
喜
び

で
す
。 

さ
て
、「
春
」
と
言
え
ば
何
を
連
想
し

ま
す
か
。
桜
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
た
ん

ぽ
ぽ
、
う
ぐ
い
す
、
つ
ば
め
、
い
ち
ご
、

お
花
見
、
春
休
み…

何
だ
か
わ
く
わ
く

し
ま
せ
ん
か
。「
春
の
訪
れ
」
は
期
待
や

喜
び
に
満
ち
て
い
る
、
そ
ん
な
感
じ
が

し
ま
す
。
新
し
い
環
境
、
生
活
に
不
安

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、「
春
」
の
よ

う
に
生
き
生
き
と
新
芽
を
出
し
、
花
を 

咲
か
せ
、
力
強
く
前
に
進
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。 

 

結
び
に
、
保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様

の
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

喜
び
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
保
護
者
の
皆
様
だ
け
で
な
く
、
地

域
や
関
係
諸
機
関
の
皆
様
か
ら
も
多

く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
は

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
成
長
し
ま
す
。

周
り
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

皆
さ
ん
が
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
に
過

ご
せ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

令和６年度  

高等部卒業生 

進路先 

 

少
し
ず
つ
暖
か
く
な
り
春
ら
し
さ
が

感
じ
ら
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
生
活
で
は

様
々
な
経
験
を
さ
れ
、
知
識
を
得
ら
れ
、

心
も
体
も
大
き
く
成
長
さ
れ
た
姿
を
と

て
も
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。
仲
間
と
共

に
過
ご
し
た
日
々
は
一
生
の
宝
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
楽
し
い
こ
と
ば
か
り

で
は
な
く
、
苦
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
先
生
方
や
仲
間
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
乗
り
越
え
て
き
た
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
進
ん
で
い

け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
笑

顔
で
ま
わ
り
を
明
る
く
照
ら
し
て
く
だ

さ
い
ね
。 

 

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
お
子
様
の
成

長
を
一
番
近
く
で
見
守
り
、
支
え
ら
れ

な
が
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

未
来
に
向
か
っ
て
邁
進
さ
れ
る
皆
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 
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 小学部 6 年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。修学旅行では、どきどき
する乗り物に乗ったり、わくわくしながらおみやげを買ったりすることができました
ね。６年間たくさん勉強をして、みんな「できること」が増えましたね。６年生のみな
さんが一生懸命学習する姿は、他の学年の見本となりました。特に、あん JOY フェス
タでは、かっこよく発表をしたり、リズムよく踊ったりして素敵でした。また、部集会
など、小学部のみんなが楽しめるよう、協力して準備や係活動をしてくれてありがと
う。中学部に行っても、できるようになったこと、得意なことを生かしてがんばってく
ださい。 

小学部主事 加藤 則子 

 小学部６年生の皆さん、保護者の皆様、ご

卒業おめでとうございます。 

皆さんと一緒に過ごした日々は本当に楽し

く、宝物になっています。これからのたくさんの

一期一会を大切に、中学部でも自分の力を

信じて、様々なことに挑戦していってください。 

６年生の職員一同、皆さんのことを応援し

ています。 

小学部６年担任  丹羽 晃一 

小学部６年 

中学部３年 

 
 中学部３年生の皆さん、卒業おめでとうございます。先生は、毎朝３年生（あおみ）
の教室へ行くことが楽しみでした。「おはようございます」と元気に挨拶してくれる生
徒、ハイタッチをしてくれる生徒、「安藤先生！」と笑顔を見せてくれる生徒・・・。
ちょっと憂鬱な月曜日の朝は、どんな栄養ドリンクなんかよりも、シャキッと元気にし
てもらっていました。皆さんは、先生の「元気の源」でした。本当にありがとう！！ 
 いよいよ高校生ですね。どんなお兄さん、お姉さんに成長していくのでしょうか！？
今からとても楽しみです。これから出会うたくさんの人たちを、皆さんの持ち前の明る
さで元気にしてあげてください。応援しています。        

中学部主事 安藤 嘉朗 

 

 

中学部 3年生の皆さん、ご卒業おめでとう
ございます。中学部では、みんなでいろんなこ
とに挑戦し、心も体も大きく成長しました。高
等部では、新たな出会いや挑戦が待っていま
す。「笑顔・元気」でゆっくり未来へ歩いてい
って下さい。中３職員一同、応援しています。 

 
中学部３年学年主任 鈴木 恭子 
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各部紹介 

高等部１年 

高等部３年 

 高等部３年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。３年前の春、緊張した面持
ちで入学してきたことを今でも鮮明に覚えています。それが今ではみんなの手本とな
り、安城特別支援学校を盛り上げる頼もしい存在となりました。学年のテーマ「ホップ
ステップジャンプ」のとおり、一歩一歩着実に歩みを進めてきた成果だと思います。 
 あん JOY フェスタの学年全員で演奏した「アフリカンシンフォニー」は、それぞれ
の思いが一つとなり、３年生の絆の深さを感じることができました。いよいよ社会人と
してのスタートです。笑顔あふれる道を歩んでいけることを願っています。 

高等部主事 石塚 恵子 

 
 高等部３年生の皆さん、ご卒業おめでとうご
ざいます。 
 皆さんと一緒に過ごした３年間、たくさんの
思い出がよみがえります。うれしいとき、楽しい
とき、みんなで笑い合い喜び合いました。苦し
いとき、辛いときは、みんなで励まし合い頑張
ってきました。皆さんは、いろんなことに挑戦し
てきました。全力で取り組み、その中から、多
くのことを学び、大きく成長してきました。 
 これからは、社会人としての生活がスタート
します。今まで積み上げてきた力を信じて、自
信をもってこれからの人生を歩んでいってくだ
さい。 
 
         高等部３年学年主任 福室 和美 

10 月 21 日から 11 月 1 日まで校内実習
を行いました。高等部になって初めて２週間と
いう長い期間の作業学習の時間となりまし
た。 
２週間で体調を整えながら作業すること、

疲れてきたからこそミスなどに気を付けるこ
と、気持ちの切り替え方など、実習ならではの
課題にそれぞれ取り組むことができました。初
めての実習で緊張していたと思いますが、
徐々に挨拶や報告、返事も大きな声を出せる
ようになり、自信をもって任された仕事に集中  
して取り組むことができました。同時に、「働
く」ということの大変さも実感した２週間とな
りました。 

10 月 21 日から２週間、産業現場等に
おける実習を行いました。企業や福祉
サービス提供事業所に出勤し、仕事を
体験してきました。学校を離れ、先生や
友達がいないところでとても緊張した
と思います。その中で、担当の方の説明
をよく聞き、いろいろな仕事を体験す
ることができました。学校で実践して
きた、挨拶、返事、丁寧、最後まで取り
組む、時間を守る、身だしなみ、安全、
言葉遣いなどをはじめとする身に付け
た働く力を確かめることができ、精一
杯頑張ることができたと思います。３
年生に向けて、自分の進路を考える上
でもとても大切な実習になりました。 

高等部２年 
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各部紹介 

小学部１年 小学部４年 

中学部１年 中学部２年 

生活単元学習で「かみはこあそび」をしま
した。紙などの素材の感触に親しみながら新
聞紙や段ボールを使った遊びをしました。新
聞紙を破っていっぱいになったプールの中に
入って新聞紙を巻き上げて頭の上からかぶっ
たり、新聞紙をのれんに見立てたり、空き箱に
新聞紙を詰め込んだり、好きな遊びを見つけ
て楽しむことができました。段ボール遊びで
は、トンネルをくぐったり、箱を高く積み上げた
り、また、キャタピラーの中に入って移動した
り、遊びの種類は無限大。子供たちが思い思
いに素材の感触を堪能しながら体を思いっき
り使って活動することができました。 

 10 月１日（火）に、碧南市にある「碧南海浜
水族館」へ遠足に行きました。 
バスから降りるとドキドキ、わくわく。初め

に、２階の科学館エリアに行きました。ボタン
を押して鳥の鳴き声を聞いたり、釣りゲームを
したりして楽しく遊びました。そして、待ちに待
った水族館。チンアナゴ、クマノミ、タコ、クラゲ
など、事前学習で勉強した魚をじっと見たり、
指をさして先生に教えてくれたりしました。み
んなすごく積極的で、楽しく過ごすことができ
ました。 
昼食は、お弁当とおやつを友達と一緒に食

べました。たくさん見学をしておなかが減った
ので、あっという間に食べてしまう子がたくさ
んいました。みんなとても有意義な時間を過
ごすことができました。 

２月５日（水）に学校がある桜井町の桜井
凧保存会の方と凧揚げ交流をしました。凧作
りでは、好きなイラストを描いたオリジナルの
凧を一人一つ作り、みんなの凧をつなげて、
連凧にしました。凧揚げでは、掛け声に合わ
せて、代表の生徒が走りだすと、みんなの凧
が空高く舞い上がり、みんなからも「おお
ー！！」と声が上がるほど盛り上がりました。保
存会の方が準備してくれた本校のマスコット
“あんちゃん”凧も保存会の方と一緒に揚げ
て楽しみました。 
あまり凧揚げをした経験のない生徒も運動
場を思い切り走りって、空高く揚がった凧を
見て、大喜びでした。 

１月 20 日（月）から 24 日（金）の５日間
校内実習を行いました。今回、外部委託の製
品を支給していただき作業を行いました。 
 生徒たちにとって、初めて扱う製品、初めて
行う作業工程でしたが、説明をよく聞き、丁
寧な作業を心掛けることができていました。
難しい工程もありましたが、ほとんどの生徒
に、日々成長が見られ、できなかった工程が
できるようになる姿が多く見られました。 
 業者の方に検品をしていただき、やり直しも
経験したことで、一端ではありますが委託の
製品を扱うことや働くということの厳しい部分
も知ることができました。 
 生徒たちにとって、実のある１週間の実習に
なりました。 


